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(57)【要約】
【課題】圧電素子を用いた風力源は、静圧は高いものの
充分な風量が得られないという課題がある。
【解決手段】筐体８０内に遠心ブロア２０Ａとエアポン
プ３１，３２，３３が配置される。香気カートリッジ４
１，４２，４３は、固形状の香源を収容する。香気カー
トリッジの吸入口４１１，４２１，４３１には、香気カ
ートリッジ内に空気を送り込むエアポンプ３１，３２，
３３が接続される。噴射ユニット５０Ａは、香気カート
リッジの吐出口４１２，４２２，４３２に接続される香
気通路および遠心ブロアに接続される空気通路を備える
。香気通路を通って送り込まれた香気は香気噴射口５１
１，５２１，５３１を介して、空気通路を通って送り込
まれた空気は空気噴射口５０１を介して筐体８０の外部
に噴射される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体内に配置され、吸入口および吐出口を有する共に、固形状の香源を収容する香
気カートリッジと、
　前記筐体内に配置され、前記香気カートリッジの前記吸入口と接続され、前記香気カー
トリッジ内に空気を送り込むエアポンプと、
　前記筐体内に配置された遠心ブロアと、
　前記香気カートリッジの前記吐出口に接続される香気通路および前記遠心ブロアに接続
される空気通路を有すると共に、前記香気通路を通って送り込まれた香気を外部に噴射す
る香気噴射口と、前記空気通路を通って送り込まれた空気を外部に噴射する空気噴射口と
を配置し、前記香気噴射口から噴射された香気を前記空気噴射口から噴射された空気で加
速して送り出す噴射ユニットと、
を備える嗅覚ディスプレイ。
【請求項２】
　筐体と、
　前記筐体内に配置され、吸入口および吐出口を有する共に、固形状の香源を収容する香
気カートリッジと、
　前記筐体内に配置され、前記香気カートリッジの前記吸入口と接続され、前記香気カー
トリッジ内に空気を送り込むエアポンプと、
　前記筐体内に配置された遠心ブロアと、
　前記香気カートリッジの前記吐出口に接続される香気通路、前記遠心ブロアに接続され
る空気通路、および、前記香気通路および前記空気通路に接続される共通路を有すると共
に、前記共通路を通って送り込まれた香気および空気を外部に噴射する共通噴射口を配置
し、前記共通路に送られた香気を前記遠心ブロアから送られた空気で加速して前記共通噴
射口から送り出す噴射ユニットと、
を備える嗅覚ディスプレイ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の嗅覚ディスプレイであって、
　前記エアポンプは、柔軟性のあるチューブを介して前記香気カートリッジの吸入口に接
続される、嗅覚ディスプレイ。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の嗅覚ディスプレイであって、
　前記エアポンプは、緩衝部材を介して前記筐体に支持される、嗅覚ディスプレイ。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の嗅覚ディスプレイであって、
　前記噴射ユニットは、前記噴射ユニットから送り出される空気の送風軸を変更可能に前
記筐体に対して支持される、嗅覚ディスプレイ。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の嗅覚ディスプレイであって、
　前記噴射ユニットに取り付けられ、前記噴射ユニットから噴射される香気の噴射範囲を
可変に調整する絞りユニットをさらに備える、嗅覚ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、限られた時間および空間に、様々な香りを提示可能な嗅覚ディスプレイに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　限られた時間および空間に香りを発生させることが可能な嗅覚ディスプレイと呼ばれる
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香り発生装置がある。嗅覚ディスプレイは、様々な種類の香りを高速に切り替えながら提
示が可能である。嗅覚ディスプレイは、映像や音響と連動して提示する香りを高速に切り
替えることで、映像や音響に臨場感を持たせることができ、人間の視覚、聴覚、嗅覚を刺
激する新たなコンテンツを提供可能である。
【０００３】
　香り発生装置の従来方式の一つとして、超音波などの霧化技術を用い、液体香料を霧状
にして空中に拡散させる噴霧方式がある。噴霧方式は、特定の空間内を１種類の香りで充
満させる空間演出には向いているが、映像や音響コンテンツの変化に合わせて様々な香り
を素早く切り替えて提示するといった香り情報の提示機能としては適していない。
【０００４】
　映像や音響コンテンツに合わせて様々な香りを高速に切り替えながら提示するためには
、噴霧方式によって特定の空間内に拡散した香りを一気に取り除かなくてはならないが、
物理的に困難である。また、霧状の香気成分は、香り発生装置の周辺にある物（家具や壁
など）または衣服に付着する。香気成分が周辺の物、衣服等に付着することで、映像や音
響が切り替わっても、切り替え前の映像や音響に対して提示された香りが残ってしまうと
いう問題を抱えている。
【０００５】
　更に、液体香料を液状のまま噴霧する方式の場合、香料の消費量が多いという問題もあ
る。液体香料をカートリッジに収容して提供する場合、香料の消費速度が速いと、カート
リッジの使用期間が短く、カートリッジの交換回数が多くなる。また、液体香料が漏れな
いように、カートリッジを構成する必要があり、取り扱いが不便である。
【０００６】
　また、映像および音響に連動して香りを提供するとき、香り発生装置から発生する音を
なるべく小さくしたいという課題がある。映像や音響コンテンツの再生を邪魔することな
く、映像や音響に香りの効果を付加するためには、なるべく静かな音で香りを発生させる
ことが求められる。
【０００７】
　上記課題のうち、噴霧方式や液体状香料を用いる場合に生じる課題を解決するために、
下記特許文献１の嗅覚ディスプレイにおいては、固形状の香源を用いている。また、上記
課題のうち、香り発生装置から発生する音を小さくしたいという課題を解決するために、
下記特許文献１の嗅覚ディスプレイにおいては、圧電素子を有するダイヤフラムを利用し
ている。圧電素子は駆動音が小さいため、嗅覚ディスプレイの駆動音を小さくすることが
できるという利点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第６１７９８９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記特許文献１で開示された嗅覚ディスプレイにおいては、香気を送り出す風力源とし
て圧電素子を有するダイヤフラムを用いている。また、送り出された香気を噴射方向に加
速させるための補助風力源としても圧電素子を有するダイヤフラムを利用している。これ
により、嗅覚ディスプレイの駆動音を小さくしながら、香気を加速させて噴射する動作を
行うことができる。
【００１０】
　一方で、圧電素子を有するダイヤフラムを用いた風力源は、静圧は高いものの充分な風
量が得られないという課題がある。このため、定格電圧内においては、香りを飛ばす距離
に制約がある。香りを噴射方向に向けてさらに遠くまで飛ばすためには、風力源の改良が
必要である。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するため、本開示に係る嗅覚ディスプレイは、筐体と、筐体内に配置
される香気カートリッジ、エアポンプ、遠心ブロアおよび噴射ユニットを備える。
【００１２】
　香気カートリッジは、吸入口および吐出口を有する共に、固形状の香源を収容する。エ
アポンプは、香気カートリッジの吸入口と接続され、香気カートリッジ内に空気を送り込
む。
【００１３】
　噴射ユニットは、香気カートリッジの吐出口に接続される香気通路および遠心ブロアに
接続される空気通路を有する。噴射ユニットは、香気通路を通って送り込まれた香気を外
部に噴射する香気噴射口と、空気通路を通って送り込まれた空気を外部に噴射する空気噴
射口とを配置する。噴射ユニットは、香気噴射口から噴射された香気を空気噴射口から噴
射された空気で加速して送り出す。
【００１４】
　また、上記の課題を解決するため、本開示に係る別の嗅覚ディスプレイは、筐体と、筐
体内に配置される香気カートリッジ、エアポンプ、遠心ブロアおよび噴射ユニットを備え
る。
【００１５】
　香気カートリッジは、吸入口および吐出口を有する共に、固形状の香源を収容する。エ
アポンプは、香気カートリッジの吸入口と接続され、香気カートリッジ内に空気を送り込
む。
【００１６】
　噴射ユニットは、香気カートリッジの吐出口に接続される香気通路、遠心ブロアに接続
される空気通路、並びに、香気通路および空気通路に接続される共通路を有する。噴射ユ
ニットは、共通路を通って送り込まれた香気および空気を外部に噴射する共通噴射口を配
置する。噴射ユニットは、共通路に送られた香気を遠心ブロアから送られた空気で加速し
て共通噴射口から送り出す。
【００１７】
　香気を加速して送り出すための空気を発生させる風力源として遠心ブロアを用いるので
、噴射ユニットから噴射された香気をより遠くに飛ばすことができる。
【００１８】
　風力源としてプロペラファンを用いた場合、羽構造の特性上、空気の流れに斑が生じる
とともに拡散しやすいといった課題がある。遠心ブロアを用いることでこれらの問題を解
決し、一方向に流れる空気を生成して、噴射方向に集中する空気を噴射することができる
。
【００１９】
　香気カートリッジが、エアポンプに接続されているので、エアポンプを制御することで
、香気の噴射のＯＮ／ＯＦＦを高速に切り替えて提示することができる。また、香気カー
トリッジを交換することで、多種多様な香りを楽しむことができる。
【００２０】
　すなわち、本開示の嗅覚ディスプレイは、外気を香気カートリッジ内部に装填されてい
る固形状の香源（固形香料）に当てることにより、固形香料の表面上にある香気分子を剥
離させる方法で香料の揮発を促す。そして、揮発した香り分子を外気とともに噴射口を通
して嗅覚ディスプレイの外部へ噴射させる。香り分子の生成においては、比較的に静圧の
高いエアポンプを用い、揮発した香り分子を遠くまで飛ばす際には、空気の流れに斑が生
じにくい遠心ブロアを用いることで上記の課題を解決している。
【００２１】
　また、本開示の嗅覚ディスプレイにおいて、エアポンプは、柔軟性のあるチューブを介
して香気カートリッジの吸入口に接続される。
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【００２２】
　香りを送るための風力源としてエアポンプを用いる場合、脈動的な空気の流れとともに
ポンプ特有の騒音が伴う。エアポンプから発生する騒音としては、ダイヤフラムの駆動音
、空気経路における摩擦音、あるいはモーターの回転振動からの振動音などが挙げられる
。
【００２３】
　本開示の嗅覚ディスプレイにおいては、エアポンプと香気カートリッジとは柔軟性のあ
るチューブを介して接続される。これにより、エアポンプから発生する上記の各種の騒音
が香気カートリッジに伝わるのを防止できる。これにより、香気カートリッジが振動して
騒音を発生させることや、香気カートリッジを介して装置全体に振動が伝わって騒音が増
幅することなどを防止できる。
【００２４】
　また、エアポンプと香気カートリッジとは柔軟性のあるチューブを介して接続されるの
で、装置内においてエアポンプの配置位置を自由に調整することができる。
【００２５】
　また、本開示の嗅覚ディスプレイにおいて、エアポンプは、緩衝部材を介して筐体に支
持される。
【００２６】
　エアポンプは緩衝部材を介して筐体に支持されるので、エアポンプから発生する上記の
各種の騒音が筐体に伝わるのを防止できる。これにより、筐体が振動して騒音を発生させ
ることや、筐体を介して装置全体に振動が伝わって騒音が増幅することなどを防止できる
。
【００２７】
　エアポンプを支持する緩衝部材としては、エラストマー系の短いチューブ、例えば、１
ｃｍ以下の長さのシリコーンゴムチューブなどを用いることができる。シリコーンゴムチ
ューブでエアポンプを支持することで、筐体内でエアポンプを宙に浮かす構造となり、エ
アポンプの振動が各部材に伝達することを防止できる。
【００２８】
　エアポンプを支持する部材として、空洞を有するエラストマー系の緩衝部材を用いるこ
ともできる。エアポンプを宙に浮かすために支持する部材としては、他にも各種ゲル剤、
多孔質のポリウレタンなどの各種ポリマー、バネ、高密度な綿または繊維などを用いるこ
とができる。
【００２９】
　エアポンプと合わせて、遠心ブロアについても緩衝部材を介して筐体に支持されるよう
にしてもよい。例えばウレタンフォームなどで遠心ブロアを支持することにより、遠心ブ
ロアの振動音を低減するようにしてもよい。
【００３０】
　また、本開示の嗅覚ディスプレイにおいて、噴射ユニットは、噴射ユニットから送り出
される空気の送風軸を変更可能に筐体に対して支持される。
【００３１】
　利用者の顔の方向に向けて自由に噴射ユニットの向きを調整できる。これにより、映像
や音響のコンテンツに連動させて、的確なタイミングで利用者に香りを提示することがで
きる。また、嗅覚ディスプレイの筐体を固定した状態で、香りの噴射方向を自由に変更で
きるので、嗅覚ディスプレイの設置場所の自由度が高くなる。
【００３２】
　また、本開示の嗅覚ディスプレイにおいて、エアポンプは定格電圧より低い電圧で動作
する。
【００３３】
　エアポンプを駆動させるとき、定格電圧よりも低い電圧、例えば、定格電圧の１／２以
下でエアポンプを駆動させるので、よりエアポンプの駆動による騒音を低下させることが
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可能である。エアポンプの制御パルスを制御することにより、エアポンプの駆動音を低下
させるようにしてもよい。
【００３４】
　また、本開示の嗅覚ディスプレイにおいて、遠心ブロアは定格電圧より低い電圧で動作
する。
【００３５】
　遠心ブロアを駆動させるとき、定格電圧よりも低い電圧、例えば、定格電圧の１／２以
下で遠心ブロアを駆動させるので、より遠心ブロアの駆動による騒音を低下させることが
可能である。遠心ブロアの制御パルスを制御することにより、遠心ブロアの駆動音を低下
させるようにしてもよい。
【００３６】
　また、本開示の嗅覚ディスプレイは、噴射ユニットに取り付けられ、噴射ユニットから
噴射される香気の噴射範囲を可変に調整する絞りユニットをさらに備える。
【００３７】
　噴射ユニットから噴射される香気の噴射範囲を変更することができる。例えば、比較的
幅を持った範囲に香気を噴射することや、特定の位置に限定的に香気を噴射するなどの調
整が可能である。
【００３８】
　本開示の嗅覚ディスプレイにおいて用いられる固形状の香源としては、多孔質材料、粘
土鉱物、ゲルあるいは高密度な綿または繊維などを含む固形香料を用いることができる。
【００３９】
　本開示の嗅覚ディスプレイにおいて、香気カートリッジに空気を送り込むための風力源
と香気の流れを加速するための風力源（補助風力源）として、エアポンプと遠心ブロアの
組み合わせを用いた。これ以外に、上記２つの風力源の組み合わせとしては、イオン発生
装置と各種ファン（プロペラ、シロッコ、ターボ、斜流、ラインフローなど）の組み合わ
せ、超音波振動子とファンレス送風機の組み合わせ、エアポンプとサーキュレーターの組
み合わせ、圧電素子を有するダイヤフラムとサーキュレーターの組み合わせを用いること
ができる。また、列挙したこれらの組み合わせを相互に入れ替えた組み合わせも用いるこ
とが可能である。
【発明の効果】
【００４０】
　本開示の嗅覚ディスプレイによれば、噴射される香りの流れを加速する風力源として遠
心ブロアを用いるので、より香りを遠くに飛ばすことが可能である。また、エアポンプを
制御することで、香気の噴射のＯＮ／ＯＦＦを高速に切り替えて提示することができる。
さらに、香気カートリッジを交換することで、多種多様な香りを楽しむことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】第１の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す平面図である。
【図２】第１の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す斜視図である。
【図３】第１の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造であって、噴射ユニットを
取り外した状態を示す斜視図である。
【図４】第２の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す平面図である。
【図５】第２の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す斜視図である。
【図６】第３の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す平面図である。
【図７】第３の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す斜視図である。
【図８】第３の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造であって、噴射ユニットを
取り外した状態を示す斜視図である。
【図９】第４の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す平面図である。
【図１０】第４の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す斜視図である。
【図１１】第５の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す斜視図であって、
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噴射ユニットを回転させた状態を示す図である。
【図１２】第５の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイの内部構造を示す図であって、噴射
ユニットを別の角度に回転させた状態を示す斜視図である。
【図１３】嗅覚ディスプレイの筐体の外観を示す図であって、噴射口絞りユニットを開放
させた状態を示す平面図である。
【図１４】嗅覚ディスプレイの筐体の外観を示す図であって、噴射口絞りユニットを開放
させた状態を示す側面図である。
【図１５】嗅覚ディスプレイの筐体の外観を示す図であって、噴射口絞りユニットを開放
させた状態を示す斜視図である。
【図１６】嗅覚ディスプレイの筐体の外観を示す図であって、噴射口絞りユニットを絞っ
た状態を示す平面図である。
【図１７】嗅覚ディスプレイの筐体の外観を示す図であって、噴射口絞りユニットを絞っ
た状態を示す側面図である。
【図１８】嗅覚ディスプレイの筐体の外観を示す図であって、噴射口絞りユニットを絞っ
た状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　｛第１の実施の形態｝
　以下、添付の図１～図３を参照しながら、第１の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイ１
０Ａについて説明する。なお、嗅覚ディスプレイ１０Ａには、特に上下、左右の方向はな
く、自由な角度で設置可能であるが、説明の便宜上、図１を嗅覚ディスプレイ１０Ａの平
面図として説明する。
【００４３】
　図１に示すように、嗅覚ディスプレイ１０Ａの筐体８０は、平面視で略長方形状をして
いる。図１では、筐体８０のうち、底面８１１および側面８１２を構成する下カバー８１
を示している。側面８１２は、底面８１１の全周端から上方に向って設けられている。図
１においては、嗅覚ディスプレイ１０Ａの内部構造を示すために、筐体８０のうち、上面
および側面を構成する上カバー（上カバー８２は図１３～図１８参照）は取り外した状態
を示している。
【００４４】
　下カバー８１の底面８１１には、遠心ブロア２０Ａが載置されている。遠心ブロア２０
Ａは、ランナー（前向き羽根）を収容するブロア本体２０１を備える。ブロア本体２０１
の下部には図示せぬモーターが配置されている。ブロア本体２０１の下部に配置されたモ
ーターが回転駆動することにより、モーターと同軸上で円環状に配置されたランナーが回
転駆動する。ランナーの回転駆動により、回転軸と略垂直方向への旋回流が発生する。図
１において矢視Ｄ１は、旋回流の方向である。遠心ブロアとしては、例えば、日本電産サ
ーボ株式会社のＥ０５１５ＨシリーズのＤＣ遠心ブロアを用いることができる。
【００４５】
　ブロア本体２０１の側部には、ダクト２０２が接続されている。ダクト２０２は、ブロ
ア本体２０１の側部に設けられた開口部に接続されており、ランナーの回転駆動により発
生した旋回流が流入する。ダクト２０２は平面視で略Ｌ字状に屈曲している。
【００４６】
　図３は、嗅覚ディスプレイ１０Ａから後述する噴射ユニット５０Ａを取り外した状態の
図である。ダクト２０２は、略Ｌ字状に屈曲した後、噴射ユニット５０Ａの下部に延びて
いる。ダクト２０２の先端は、上方に向って屈曲し、噴射ユニット５０Ａの下部面に対向
する開口２０３を有している。
【００４７】
　下カバー８１の底面８１１には、複数の緩衝部材９１，９１・・・を介して、エアポン
プ３１，３２，３３が載置されている。エアポンプ３１，３２，３３のそれぞれには、エ
アポンプ３１，３２，３３の上部と下部に緩衝部材９１，９１・・・が取り付けられてい
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る。図１に示す緩衝部材９１，９１・・・は、エアポンプ３１，３２，３３の上部に設け
られており、上カバー８２の下面に接触するように配置されている。
【００４８】
　また、図２および図３に示すように、エアポンプ３１，３２，３３の下部にも緩衝部材
９１，９１・・・が取り付けられている。図では、エアポンプ３３の下部に取り付けられ
た緩衝部材９１のみが見えているが、エアポンプ３１，３２の下部にも同様に緩衝部材９
１が取り付けられている。エアポンプ３１，３２，３３の下部に設けられた緩衝部材９１
，９１・・・の下端は、下カバー８１の底面８１１に固定されている。
【００４９】
　図１および図２に示すように、エアポンプ３１，３２，３３の側部にも緩衝部材９２，
９２，９２・・・が設けられている。エアポンプ３１の側面のうち、下カバー８１の側面
８１２に近い側の側面に設けられた緩衝部材９２，９２の端部は、側面８１２に固定され
ている。エアポンプ３３の側面のうち、遠心ブロア２０Ａに近い側の側面に設けられた緩
衝部材９２，９２の端部は、下カバー８１内に設けられた図示せぬ隔壁に固定されている
。
【００５０】
　エアポンプ３１とエアポンプ３２の間に設けられた緩衝部材９２，９２の端部は、一端
がエアポンプ３１の側面に固定されており、他端がエアポンプ３２の側面に固定されてい
る。エアポンプ３２とエアポンプ３３の間に設けられた緩衝部材９２，９２の端部は、一
端がエアポンプ３２の側面に固定されており、他端がエアポンプ３３の側面に固定されて
いる。
【００５１】
　このように、エアポンプ３１，３２，３３は、上部、側部、下部のいずれにも緩衝部材
９１，９１・・・あるいは緩衝部材９２，９２・・・が設けられており、直接筐体８０に
接触していない。エアポンプ３１，３２，３３は、緩衝部材９１，９１・・・および緩衝
部材９２，９２・・・を介して、筐体８０内で宙に浮くようにして支持されている。エア
ポンプ３１，３２，３３から発生する騒音、つまり、ダイヤフラムの駆動音、空気経路に
おける摩擦音、あるいはモーターの回転振動からの振動音などが直接筐体８０に伝達する
ことを防止できる。
【００５２】
　エアポンプ３１，３２，３３から発生した駆動音、摩擦音、振動音などが筐体８０に直
接伝達されることを防止できるので、筐体８０が振動して騒音を発生させることや、筐体
８０を介して装置全体に振動が伝わって騒音が増幅することなどを防止できる。
【００５３】
　エアポンプ３１，３２，３３を支持する緩衝部材９１，９２としては、エラストマー系
の短いチューブ、例えば、１ｃｍ以下の長さのシリコーンゴムチューブなどを用いること
ができる。シリコーンゴムチューブでエアポンプ３１，３２，３３を支持することで、筐
体内でエアポンプ３１，３２，３３を宙に浮かす構造となり、エアポンプ３１，３２，３
３の振動が各部材に伝達することを防止できる。エアポンプ３１，３２，３３を宙に浮か
すために支持する部材としては、他にも各種ゲル剤、多孔質のポリウレタンなどの各種ポ
リマー、バネ、高密度な綿または繊維などを用いることができる。
【００５４】
　本実施の形態においては、エアポンプ３１，３２，３３のそれぞれには、上部の２箇所
と下部の２箇所に緩衝部材９１，９１・・・が取り付けられ、両側面に２箇所ずつ緩衝部
材９２，９２・・・が取り付けられている。しかし、緩衝部材の数や取り付け位置はこれ
に限定されるものではない。エアポンプ３１，３２，３３が直接筐体８０や他の部品に接
触しないように支持できるよう緩衝部材の数や位置を調整可能である。
【００５５】
　本実施の形態において使用するエアポンプ３１，３２，３３の構成は、特に限定される
ものではない。例えば、Ｋｏｇｅ　Ｍｉｃｒｏ　Ｔｅｃｈ　Ｃｏ．ＬｔｄのＫＰＭシリー
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ズのミニエアポンプを用いることができる。
【００５６】
　図１に示すように、エアポンプ３１，３２，３３の空気の噴射口３１０，３２０，３３
０には、それぞれチューブ３１１，３２１，３３１が接続されている。チューブ３１１，
３２１，３３１は、たとえば、シリコーンゴムや軟質塩化ビニルなどの柔軟性のある素材
で構成されている。エアポンプ３１，３２，３３には、それぞれ図示せぬモーターが収納
されており、モーターの駆動により、ポンプ機構が作動し、噴射口３１０，３２０，３３
０より空気が噴射される。エアポンプ３１，３２，３３の噴射口３１０，３２０，３３０
より噴射された空気はチューブ３１１，３２１，３３１内を流れる。
【００５７】
　チューブ３１１，３２１，３３１の他端は、図１に示すように、それぞれ香気カートリ
ッジ４１、４２，４３の吸入口４１１，４２１，４３１に接続されている。これにより、
エアポンプ３１、３２，３３から噴射された空気は、チューブ３１１，３２１，３３１を
通って、それぞれ香気カートリッジ４１，４２，４３内に送り込まれる。
【００５８】
　図３に示すように、香気カートリッジ４１，４２，４３は、平面視で扇型の形状をして
いる。香気カートリッジ４１，４２，４３の高さ方向の任意の位置での断面も、平面視形
状と略同様の扇型の形状をしている。香気カートリッジ４１，４２，４３は、下カバー８
１の底面８１１に着脱自在に装着されている。香気カートリッジ４１，４２，４３には、
それぞれ異なる種類の固形状の香源が充填されている。香気カートリッジ４１，４２，４
３として、様々な種類の香源が充填された香気カートリッジを交換して装着することで、
様々な種類の香気を噴射させることが可能である。
【００５９】
　香気カートリッジ４１，４２，４３に充填される固形状の香源としては、粘土鉱物、ゲ
ルあるいは高密度な綿または繊維などを含む固形香料を用いることができる。香気カート
リッジ４１，４２，４３には、様々な花の香り、様々な果物の香りなど、多種多様の香り
成分をユーザの好みに合わせて充填することができる。
【００６０】
　図３に示すように、香気カートリッジ４１，４２，４３の上面には、それぞれ吐出口４
１２，４２２，４３２が設けられている。吸入口４１１，４２１，４３１を介して香気カ
ートリッジ４１，４２，４３内に空気が送り込まれると、香気カートリッジ４１，４２，
４３内において、固形状の香源の表面上にある香気分子が剥離され、香料が揮発する。そ
して、揮発した香り分子が空気とともに吐出口４１２，４２２，４３２から香気カートリ
ッジ４１，４２，４３の外部に噴射される。
【００６１】
　図１および図２に示すように、香気カートリッジ４１，４２，４３の上部には、噴射ユ
ニット５０Ａが載置されている。噴射ユニット５０Ａは、図示せぬ空気通路と香気通路と
を有している。
【００６２】
　図３を用いて説明したように、遠心ブロア２０Ａのダクト２０２は、噴射ユニット５０
Ａの下部に延びている。そして、ダクト２０２の先端は上方に屈曲し、端部には開口２０
３が設けられている。この開口２０３は、噴射ユニット５０Ａの内部に設けられた空気通
路に繋がっている。空気通路は、噴射ユニット５０Ａ内を上下方向に延びており、上方に
向うにつれて通路の径が小さくなっている。そして、空気通路の上端が図１および図２に
示す空気噴射口５０１に接続されている。
【００６３】
　このような構造により、遠心ブロア２０Ａから送り出された空気は、ダクト２０２を通
り、開口２０３から上方に吹き上げられる。開口２０３から上方に吹き上げられた空気は
、噴射ユニット５０Ａ内の空気通路を通って、空気噴射口５０１から上方に向って直線的
に送り出される。
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【００６４】
　図３を用いて説明したように、香気カートリッジ４１，４２，４３の上面には、それぞ
れ吐出口４１２，４２２，４３２が設けられている。吐出口４１２，４２２，４３２は、
それぞれ噴射ユニット５０Ａの内部に設けられた３つの香気通路（第１～第３の香気通路
）に繋がっている。第１～第３の香気通路は個別に設けられている。第１～第３の香気通
路は噴射ユニット５０Ａ内を上下方向に延びている。そして、第１～第３の香気通路の上
端が図１および図２に示すように、香気噴射口５１１，５２１，５３１に接続されている
。
【００６５】
　香気カートリッジ４１の吐出口４１２は、噴射ユニット５０Ａ内の第１の香気通路を介
して、香気噴射口５１１に接続されている。このような構造により、エアポンプ３１から
送り出された空気は、チューブ３１１を介して香気カートリッジ４１内に送り込まれる。
香気カートリッジ４１内に送り込まれた空気により、固形状の香源から剥離された香気成
分は、吐出口４１２より上方に送り出される。吐出口４１２より上方に送り出された香気
成分は、噴射ユニット５０Ａ内の第１の香気通路を通って、香気噴射口５１１より上方に
噴射される。
【００６６】
　香気カートリッジ４２の吐出口４２２は、噴射ユニット５０Ａ内の第２の香気通路を介
して、香気噴射口５２１に接続されている。このような構造により、エアポンプ３２から
送り出された空気は、チューブ３２１を介して香気カートリッジ４２内に送り込まれる。
香気カートリッジ４２内から送り出された香気成分は、吐出口４２２、第２の香気通路お
よび香気噴射口５２１を介して上方に噴射される。
【００６７】
　香気カートリッジ４３の吐出口４３２は、噴射ユニット５０Ａ内の第３の香気通路を介
して、香気噴射口５３１に接続されている。このような構造により、エアポンプ３３から
送り出された空気は、チューブ３３１を介して香気カートリッジ４３内に送り込まれる。
香気カートリッジ４３内から送り出された香気成分は、吐出口４３２、第３の香気通路お
よび香気噴射口５３１を介して上方に噴射される。
【００６８】
　噴射ユニット５０Ａは、上カバー８２を被せた状態では、上部の一部が筐体８０の外部
に露出する構成となっている。そして、空気噴射口５０１と香気噴射口５１１，５２１，
５３１とは、上カバー８２を被せた状態で、噴射ユニット５０Ａの表面のうち、筐体８０
の外部に露出する位置に設けられている。
【００６９】
　香気噴射口５１１，５２１，５３１から噴射された香気成分は、エアポンプ３１，３２
，３３から送り出された空気圧により上方に噴射される。香気噴射口５１１，５２１，５
３１から噴射された香気成分は、さらに、空気噴射口５０１より噴射された空気によって
加速される。
【００７０】
　具体的には、噴射ユニット５０Ａに設けられた第１～第３の香気通路は、図１の平面視
で略上下方向（底面８１１に略垂直な方向）に延びており、第１～第３の香気通路を介し
て、香気噴射口５１１，５２１，５３１から噴射された香気は、略上方向に噴射する。ま
た、噴射ユニット５０Ａに設けられた空気通路は、図１の平面視で略上下方向（底面８１
１に略垂直な方向）に延びており、空気通路を介して、空気噴射口５０１から噴射された
香気は、略上方向に噴射する。これにより、香気噴射口５１１，５２１，５３１から噴射
された香気は、空気噴射口５０１から噴射された空気によって加速され、さらに上方に送
られる。このように、遠心ブロア２０Ａによる空気圧を利用することにより、より遠くま
で香気を飛ばすことができる。
【００７１】
　図１～図３に示すように、筐体８１の底面８１１には、電源６０および回路基板７０が
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配置されている。電源６０は、回路基板７０に電力を供給する。電源６０は、図示せぬハ
ーネスを介して、遠心ブロア２０Ａおよびエアポンプ３１，３２，３３に電力を供給する
。
【００７２】
　回路基板７０には、ＣＰＵ、メモリ等が配置されている。ＣＰＵは、遠心ブロア２０Ａ
およびエアポンプ３１，３２，３３に対して制御信号を出力する。遠心ブロア２０Ａおよ
びエアポンプ３１，３２，３３は、ＣＰＵから入力した制御信号に基づいて、モーターの
駆動、停止制御を行う。
【００７３】
　回路基板７０には、コネクタ７１が設けられている。コネクタ７１は、筐体８０の下カ
バー８１の開口部に位置している。タブレット、スマートフォン、パーソナルコンピュー
タなどの外部のコンピュータに接続されたＵＳＢケーブルなどの通信ケーブルを、コネク
タ７１に接続することで、それらコンピュータを回路基板７０に接続することができる。
これにより、タブレットなどの外部のコンピュータから嗅覚ディスプレイ１０Ａを制御可
能である。
【００７４】
　例えば、タブレットにおいて、映像と音響を再生する。そして、映像と音響に連動させ
て発生させる香りの制御命令を、タブレットから出力する。タブレットから出力された制
御命令は、ＵＳＢケーブル、コネクタ７１を介して回路基板７０のＣＰＵに入力される。
回路基板７０のＣＰＵは、タブレットからの制御命令に従い、遠心ブロア２０Ａおよびエ
アポンプ３１，３２，３３を制御し、所望の香りを発生させる。
【００７５】
　例えば、香気カートリッジ４１にバラの香り、香気カートリッジ４２にオレンジの香り
、香気カートリッジ４３にジャスミンの香りの香源が充填されているとする。タブレット
では映像と音響に連動させてバラの香りを発生させる制御命令を出力する。これに応じて
嗅覚ディスプレイ１０Ａは、エアポンプ３１および遠心ブロア２０Ａを駆動させて、バラ
の香りを発生させる。あるいは、タブレットでは映像と音響に連動させて、オレンジとジ
ャスミンとを混合した香りを発生させる制御命令を出力する。これに応じて嗅覚ディスプ
レイ１０Ａは、エアポンプ３２，３３および遠心ブロア２０Ａを駆動させて、オレンジの
香りとジャスミンの香りを発生させる。
【００７６】
　なお、図１および図２において、噴射ユニット５０Ａは、空気噴射口５０１の周囲に、
６つの開口が設けられている。本実施の形態においては、３つの香気カートリッジ４１，
４２，４３を利用するため、それに対応する３つの香気噴射口５１１，５２１，５３１を
利用した。４つ以上の香気カートリッジを利用する場合、４つ以上の香気噴射口を利用す
ることができる。このために、噴射ユニット５０Ａ内には、６つの香気噴射口と６つの香
気カートリッジに対応して６つの香気通路が形成されている。もちろん、香気噴射口を３
つだけ有する構成としてもよい。この場合、噴射ユニット５０Ａ内には香気通路を３つ設
ければよい。あるいは、香気噴射口を２つだけ有する構成としてもよい。この場合、噴射
ユニット５０Ａ内には香気通路を２つ設ければよい。
【００７７】
　また、本実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ａにおいては、エアポンプ３１，３２，３
３は定格電圧より低い電圧で動作するように制御される。例えば、エアポンプ３１，３２
，３３を定格電圧の１／２以下で駆動させる。これによりエアポンプ３１，３２，３３の
駆動による騒音を低下させることが可能である。例えば、Ｋｏｇｅ　Ｍｉｃｒｏ　Ｔｅｃ
ｈ　Ｃｏ．ＬｔｄのＫＰＭシリーズのミニエアポンプを利用する場合であれば、定格電圧
は３Ｖである。このミニポンプを例えば定格電圧の１／３である１Ｖで駆動させることで
、騒音を低減させることが可能である。エアポンプの制御パルスを制御することにより、
エアポンプ３１，３２，３３の駆動音を低減させるようにしてもよい。
【００７８】
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　また、本実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ａにおいては、遠心ブロア２０Ａは定格電
圧より低い電圧で動作するよう制御される。例えば、遠心ブロア２０Ａを定格電圧の１／
２以下で駆動させる。これにより遠心ブロア２０Ａの駆動による騒音を低下させることが
可能である。例えば、日本電産サーボ株式会社のＥ０５１５ＨシリーズのＤＣ遠心ブロア
を利用する場合であれば、定格電圧は１２Ｖである。この遠心ブロアを例えば定格電圧の
１／３である４Ｖで駆動することで、騒音を低減させることが可能である。遠心ブロア２
０Ａの制御パルスを制御することにより、遠心ブロア２０Ａの駆動音を低減させるように
してもよい。
【００７９】
　｛第２の実施の形態｝
　次に、図４および図５を参照しながら、本発明の第２の実施の形態に係る嗅覚ディスプ
レイ１０Ｂについて説明する。なお、嗅覚ディスプレイ１０Ｂには、特に上下、左右の方
向はなく、自由な角度で設置可能であるが、説明の便宜上、図４を嗅覚ディスプレイ１０
Ｂの平面図として説明する。
【００８０】
　第１の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ａと第２の実施の形態に係る嗅覚ディスプレ
イ１０Ｂとでは、噴射ユニットの構造が異なる。図４および図５に示す第２の実施の形態
の嗅覚ディスプレイ１０Ｂは、噴射ユニット５０Ｂを備えている。
【００８１】
　第２の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｂは、噴射ユニット５０Ｂ以外の構造につい
ては、第１の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ａと同様である。つまり、遠心ブロア２
０Ａから送り出された空気は、ダクト２０２を介して開口部２０３（図３参照）より上方
に吹き上げられる。
【００８２】
　エアポンプ３１，３２，３３から送り出された空気は、チューブ３１１，３２１，３３
１を通って香気カートリッジ４１，４２，４３に送り込まれる。香気カートリッジ４１，
４２，４３から送り出された香気は、吐出口４１２，４２２，４３２から上方に噴射され
る。緩衝部材９１，９２によるエアポンプ３１，３２，３３の支持構造も第１の実施の形
態と同様である。
【００８３】
　図４および図５に示すように、噴射ユニット５０Ｂは、共通噴射口５５１を備えている
。共通噴射口５５１は、遠心ブロア２０Ａから送り出された空気の噴射口であるとともに
香気カートリッジ４１，４２，４３から送り出された香気の噴射口である。つまり、共通
噴射口５５１は、第１の実施の形態における空気噴射口５０１の役割と、香気噴射口５１
１，５２１，５３１の役割を兼ねている。
【００８４】
　図３を用いて説明したように、香気カートリッジ４１，４２，４３の上面には、それぞ
れ吐出口４１２，４２２，４３２が設けられている。吐出口４１２，４２２，４３２は、
それぞれ噴射ユニット５０Ｂの内部に設けられた３つの香気通路（第１～第３の香気通路
）に繋がっている。第１～第３の香気通路は個別に設けられている。第１～第３の香気通
路は噴射ユニット５０Ｂ内を上下方向に延びている。そして、第１～第３の香気通路の上
方部分が中央の共通路に合流している。そして、共通路の上端が図４および図５に示す共
通噴射口５５１に接続されている。
【００８５】
　香気カートリッジ４１の吐出口４１２は、噴射ユニット５０Ｂ内の第１の香気通路、共
通路を介して、共通噴射口５５１に接続されている。このような構造により、エアポンプ
３１から送り出された空気は、チューブ３１１を介して香気カートリッジ４１内に送り込
まれる。香気カートリッジ４１内に送り込まれた空気により、固形状の香源から剥離され
た香気成分は、吐出口４１２より上方に送り出される。吐出口４１２より上方に送り出さ
れた香気成分は、噴射ユニット５０Ｂ内の第１の香気通路、共通路を通って、共通噴射口
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５５１より上方に噴射される。
【００８６】
　香気カートリッジ４２の吐出口４２２は、噴射ユニット５０Ｂ内の第２の香気通路、共
通路を介して、共通噴射口５５１に接続されている。このような構造により、エアポンプ
３２から送り出された空気は、チューブ３２１を介して香気カートリッジ４２内に送り込
まれる。香気カートリッジ４２内から送り出された香気成分は、吐出口４２２、第２の香
気通路、共通路および共通噴射口５５１を介して上方に噴射される。
【００８７】
　香気カートリッジ４３の吐出口４３２は、噴射ユニット５０Ｂ内の第３の香気通路、共
通路を介して、共通噴射口５５１に接続されている。このような構造により、エアポンプ
３３から送り出された空気は、チューブ３３１を介して香気カートリッジ４３内に送り込
まれる。香気カートリッジ４３内から送り出された香気成分は、吐出口４３２、第３の香
気通路、共通路および共通噴射口５５１を介して上方に噴射される。
【００８８】
　遠心ブロア２０Ａのダクト２０２の開口部２０３は、噴射ユニット５０Ｂ内の空気通路
に接続されている。空気通路は、噴射ユニット５０Ｂ内を上下方向に延びている。空気通
路の上部は、共通路に接続されている。つまり、共通路は、空気通路と第１～第３の香気
通路の４つの通路を接続する通路である。
【００８９】
　噴射ユニット５０Ｂは、上カバー８２を被せた状態では、上部の一部が筐体８０の外部
に露出する構成となっている。そして、共通噴射口５５１は、上カバー８２を被せた状態
で、噴射ユニット５０Ｂの表面のうち、筐体８０の外部に露出する位置に設けられている
。
【００９０】
　共通噴射口５５１から噴射された香気成分は、エアポンプ３１，３２，３３から送り出
された空気圧により上方に噴射される。共通噴射口５５１から噴射された香気成分は、さ
らに、遠心ブロア２０Ａから送り出された空気によって加速される。遠心ブロア２０Ａか
ら送り出された空気は、共通路で香気の流れに合流した地点から、香気の流れを加速させ
、嗅覚ディスプレイ１０Ｂから遠くへ香気を飛ばすことが可能である。
【００９１】
　｛第３の実施の形態｝
　次に、図６～図９を参照しながら、本発明の第３の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイ
１０Ｃについて説明する。なお、嗅覚ディスプレイ１０Ｃには、特に上下、左右の方向は
なく、自由な角度で設置可能であるが、説明の便宜上、図６を嗅覚ディスプレイ１０Ｃの
平面図として説明する。
【００９２】
　第１の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ａと第３の実施の形態に係る嗅覚ディスプレ
イ１０Ｃとでは、遠心ブロアの配置が異なる。図６、図７および図８に示す第３の実施の
形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｃは、遠心ブロア２０Ｃを備えている。
【００９３】
　第３の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｃは、遠心ブロア２０Ｃ以外の構造について
は、第１の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ａと同様である。第３の実施の形態の嗅覚
ディスプレイ１０Ｃが備えるエアポンプ、チューブ、香気カートリッジ、噴射ユニットの
構成は、第１の実施の形態に係るエアポンプ３１，３２，３３、チューブ３１１，３２１
，３３１、香気カートリッジ４１，４２，４３、噴射ユニット５０Ａと同様である。緩衝
部材９１，９２によるエアポンプ３１，３２，３３の支持構造も第１の実施の形態と同様
である。
【００９４】
　つまり、エアポンプ３１から送り出された空気は、チューブ３１１を介して香気カート
リッジ４１内に送り込まれる。香気カートリッジ４１内から送り出された香気成分は、吐
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出口４１２および第１の香気通路を通って、香気噴射口５１１より上方に噴射される。エ
アポンプ３２から送り出された空気は、チューブ３２１を介して香気カートリッジ４２内
に送り込まれる。香気カートリッジ４２内から送り出された香気成分は、吐出口４２２お
よび第２の香気通路を通って香気噴射口５２１より上方に噴射される。エアポンプ３３か
ら送り出された空気は、チューブ３３１を介して香気カートリッジ４３内に送り込まれる
。香気カートリッジ４３内から送り出された香気成分は、吐出口４３２および第３の香気
通路を通って香気噴射口５３１より上方に噴射される。
【００９５】
　遠心ブロア２０Ｃの配置は、第１の実施の形態の遠心ブロア２０Ａを上下方向で反転し
た配置となっている。これにより、遠心ブロア２０Ｃにおける旋回流の方向Ｄ２は、図１
に示す遠心ブロア２０Ａの旋回流の方向Ｄ１とは逆方向である。つまり、遠心ブロア２０
Ｃのブロア本体２１１が収納するランナーの回転方向は、第１の実施の形態の遠心ブロア
２０Ａのランナーの回転方向とは逆方向である。
【００９６】
　ブロア本体２１１の側部には、ダクト２１２が接続されている。ダクト２１２は、ブロ
ア本体２１１の側部に設けられた開口部に接続されており、ランナーの回転駆動により発
生した旋回流が流入する。ダクト２１２はブロア本体２１１の接続部から略直線的に延び
ている。
【００９７】
　図８は、嗅覚ディスプレイ１０Ｃから噴射ユニット５０Ａを取り外した状態の図である
。ダクト２１２は、ブロア本体２１１の接続部から直線状に延び、噴射ユニット５０Ａの
下部に延びている。ダクト２１２の先端は、上方に向って屈曲し、噴射ユニット５０Ａの
下部面に対向する開口２１３を有している。そして、第１の実施の形態と同様に、開口２
１３から上方に送り出された空気は、噴射ユニット５０Ａ内の空気通路を通って、空気噴
射口５０１より上方に噴射される。
【００９８】
　第３の実施の形態においては、遠心ブロア２０Ｃのブロア本体２１１に接続されたダク
ト２１２が略直線状に延びている。したがって、ブロア本体２１１から送り出された空気
に大きな抵抗を与えることなく、効率よく噴射ユニット５０Ａ内に送り込むことが可能で
ある。これにより、香気をより遠くに飛ばすことが可能である。
【００９９】
　｛第４の実施の形態｝
　次に、図９および図１０を参照しながら、本発明の第４の実施の形態に係る嗅覚ディス
プレイ１０Ｄについて説明する。なお、嗅覚ディスプレイ１０Ｄには、特に上下、左右の
方向はなく、自由な角度で設置可能であるが、説明の便宜上、図９を嗅覚ディスプレイ１
０Ｄの平面図として説明する。
【０１００】
　第４の実施の形態は、第２の実施の形態と第３の実施の形態を組み合わせた実施の形態
である。つまり、第４の実施の形態における噴射ユニットは、第２の実施の形態における
噴射ユニット５０Ｂと同様である。第４の実施の形態における遠心ブロアは、第３の実施
の形態における遠心ブロア２０Ｃと同様である。
【０１０１】
　第４の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｄのその他の構成は第１の実施の形態と同様
である。つまり、第４の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｄが備えるエアポンプ、チュ
ーブ、香気カートリッジの構成は、第１の実施の形態に係るエアポンプ３１，３２，３３
、チューブ３１１，３２１，３３１、香気カートリッジ４１，４２，４３と同様である。
緩衝部材９１，９２によるエアポンプ３１，３２，３３の支持構造も第１の実施の形態と
同様である。
【０１０２】
　香気カートリッジ４１内から送り出された香気成分は、吐出口４１２、第１の香気通路
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および共通路を通って、共通噴射口５５１より上方に噴射される。香気カートリッジ４２
内から送り出された香気成分は、吐出口４２２、第２の香気通路および共通路を通って、
共通噴射口５５１より上方に噴射される。香気カートリッジ４３内から送り出された香気
成分は、吐出口４３２、第３の香気通路および共通路を通って、共通噴射口５５１より上
方に噴射される。遠心ブロア２０Ｃより送り出された空気は、ダクト２１２を直線的に送
られ、開口２１３（図８参照）から噴射ユニット５０Ｂ内の空気通路に入る。空気通路を
送られる空気は、共通路で香気成分と合流して、共通噴射口５５１より外部に噴射される
。
【０１０３】
　第４の実施の形態においても、遠心ブロア２０Ｃのブロア本体２１１に接続されたダク
ト２１２が略直線状に延びている。したがって、ブロア本体２１１から送り出された空気
に大きな抵抗を与えることなく、効率よく噴射ユニット５０Ｂ内に送り込むことが可能で
ある。これにより、香気をより遠くに飛ばすことが可能である。
【０１０４】
　｛第５の実施の形態｝
　次に、図１１および図１２を参照しながら、本発明の第５の実施の形態に係る嗅覚ディ
スプレイ１０Ｅについて説明する。
【０１０５】
　第５の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｅは、第２の実施の形態の嗅覚ディスプレイ
１０Ｂの変形例である。第５の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｅは、第２の実施の形
態と同様、遠心ブロア２０Ａを備えている。第５の実施の形態の嗅覚ディスプレイ１０Ｅ
が備える噴射ユニット５０Ｅは、第２の実施の形態の噴射ユニット５０Ｂと同様、空気通
路と香気通路に繋がる共通路、および、共通路に繋がる共通噴射口５５１を備えている。
つまり、遠心ブロア２０Ａから送り出された空気、および、香気カートリッジ４１，４２
，４３から送り出された香気は、噴射ユニット５０Ｅ内の共通路で合流し、共通噴射口５
５１から外部に噴射される。
【０１０６】
　さらに、第５の実施の形態の噴射ユニット５０Ｅは、筐体８０に対して回転可能に支持
されている。図１１に示す状態では、噴射ユニット５０Ｅが回転し、共通噴射口５５１が
真上ではなく、横方向を向くようになっている。図１２に示す状態では、噴射ユニット５
０Ｅが、また別の角度に回転し、共通噴射口５５１が真上ではなく、横方向を向くように
なっている。
【０１０７】
　このように、噴射ユニット５０Ｅの下部には、図示せぬ回転支持機構が設けられている
。回転支持機構は、下カバー８１に直接支持されていてもよいし、下カバー８１に取り付
けられたブラケットを介して支持されていてもよい。
【０１０８】
　また、噴射ユニット５０Ｅが回転可能な構造となっているので、噴射ユニット５０Ｅ内
に設けられた空気通路と、ダクト２０２の開口２０３との間は、チューブなどの柔軟性の
ある接続部材で接続される。また、噴射ユニット５０Ｅ内に設けられた第１～第３の香気
通路と、香気カートリッジ４１，４２，４３の吐出口４１２，４２２，４３２との間は、
チューブなどの柔軟性のある接続部材で接続される。あるいは、空気通路および第１～第
３の香気通路も柔軟性のある部材で構成し、これら柔軟性のある通路を共通路に接続する
ようにしてもよい。
【０１０９】
　このように、噴射ユニット５０Ｅを回転可能に支持することにより、共通噴射口５５１
の位置、向きを変更することができる。これにより、共通噴射口５５１から噴射される空
気が噴射される方向、つまり、遠心ブロア２０Ａから送り出される空気の噴射方向（送風
軸）を自由に変更することができる。嗅覚ディスプレイ１０Ｅそのものの位置を移動させ
ることなく、噴射ユニット５０Ｅの向きを変更することで、香りの噴射方向を自由に設定
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可能である。
【０１１０】
　たとえば、嗅覚ディスプレイ１０Ｅを車のボンネットに取り付ける場合であれば、噴射
ユニット５０Ｅの向きを変更することで、香りの噴射方向を運転者に向けることや、助手
席に向けることなど、自由に設定可能である。
【０１１１】
　なお、第５の実施の形態においては、第２の実施の形態における噴射ユニット５０Ｂと
同様の構成の噴射ユニットを回転可能に構成した。しかし、これは一例である。第１の実
施の形態における噴射ユニット５０Ａと同様の構成の噴射ユニットを回転可能に構成して
もよい。
【０１１２】
　｛第６の実施の形態｝
　次に、図１３～図１８を参照しながら、本発明の第６の実施の形態に係る嗅覚ディスプ
レイ１０Ｆについて説明する。
【０１１３】
　図１３に示すように、嗅覚ディスプレイ１０Ｆは、上カバー８２が被せられ、全ての部
品が筐体８０に収容された状態となっている。そして、筐体８０の上カバー８２に設けら
れた開口部から、噴射ユニット５０Ａの上部が露出している。
【０１１４】
　図１３～図１５に示すように、噴射ユニット５０Ａの上部には、噴射口絞りカバー５７
が取り付けられている。噴射口絞りカバー５７は、空気噴射口５０１および香気噴射口５
１１，５２１，５２１を覆うように上部から被せられている。噴射口絞りカバー５７は、
上部の開口面積を可変に構成されている。噴射口絞りカバー５７の下部の周囲にはダイヤ
ル５７１が設けられている。ダイヤル５７１を回転させることにより、噴射口絞りカバー
５７の開口部の開口面積を変更可能である。
【０１１５】
　図１３～図１５で示した図では、噴射口絞りカバー５７の開口部が広く開放されている
状態である。したがって、噴射ユニット５０Ａから噴射された香気を噴射するエリアをや
や広げた状態となっている。
【０１１６】
　これに対して、図１６～図１８は、ダイヤル５７１を操作し、噴射口絞りカバー５７の
開口部を狭く閉じた状態を示している。図１６～図１８で示した図では、噴射口絞りカバ
ー５７の開口部が狭く閉じた状態であり、開口部は非常に小さくなっている。したがって
、噴射ユニット５０Ａから噴射された香気を噴射するエリアを限定的に絞ることが可能で
ある。
【０１１７】
　以上、第１～第６の実施の形態に係る嗅覚ディスプレイ１０Ａ～１０Ｆの構成について
説明したが、各実施の形態で説明した構成は一例であり、発明の目的を達成できる範囲で
構成を変更可能である。
【０１１８】
　例えば、上記の実施の形態においては、香気カートリッジ４１，４２，４３に空気を送
り込むための風力源と香気の流れを加速するための風力源（補助風力源）として、エアポ
ンプ３１，３２，３３と遠心ブロア２０Ａ（あるいは２０Ｂ）の組み合わせを用いた。こ
れ以外に、上記２つの風力源の組み合わせとしては、イオン発生装置と各種ファン（プロ
ペラ、シロッコ、ターボ、斜流、ラインフローなど）の組み合わせ、超音波振動子とファ
ンレス送風機の組み合わせ、エアポンプとサーキュレーターの組み合わせ、圧電素子を有
するダイヤフラムとサーキュレーターの組み合わせを利用することができる。また、列挙
したこれらの組み合わせを相互に入れ替えた組み合わせも用いることが可能である。
【符号の説明】
【０１１９】
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２０Ａ，２０Ｂ　　遠心ブロア
３１，３２，３３　　エアポンプ
４１，４２，４３　　香気カートリッジ
５０Ａ，５０Ｂ　　噴射ユニット
８０　　筐体
８１　　下カバー
８２　　上カバー
９１，９２　　緩衝部材
３１１，３２１，３３１　　チューブ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(19) JP 2019-195442 A 2019.11.14

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】
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